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【要約】 

 18世紀に漂流者ゴンザがつくった「新スラヴ・日本語辞典」のロシア語みだし語にみられる、子音連続のスペ

ルミス（子音に後続するL音とR音の脱落）は日本語の干渉をうけたものであると推測する。日本語の子音連続

の表記の特徴（子音に後続するR音の前に硬音記号の挿入）は、逆にロシア語話者の日本語発音を改善するため

にゴンザがかんがえたものであると推測する。 

 

０．はじめに 

 「新スラヴ・日本語辞典」は、ロシアの言語学者アンドレイ・ボグダーノフと、ロシアに漂着した日本語のよ

みかきのできない日本人の少年ゴンザが1738年に完成させた、世界初の露和辞典である。語数約12,000のすべ

てがキリル文字でかかれており、当時の薩摩方言を記録した貴重な資料である。 

 1960年代に「新スラヴ・日本語辞典」を発見した村山七郎が1985年に訳注をくわえて出版した日本版は、薩

摩方言の研究者にとってつかいやすい資料になった。日本版は、原本のほぼすべての項目をふくんでいるが、ゴ

ンザの訳語が手がきのキリル文字からカタカナの活字に転写されており、キリル文字のつづりは鹿児島県立図書

館にある原稿コピーをみなければわからない。 

 本稿では、原稿コピーを参照してキリル文字表記の特徴を考察する。 

 

１．だれが辞書の原稿をかいたのか 

 「新スラヴ・日本語辞典」のみだし語をえらんだのがボグダーノフで、その日本語訳語をえらんだのがゴンザ

であることはまちがいない。そして、みだし語と日本語訳語はあきらかにおなじ筆跡でかかれているが、実際に

原稿をかいたのが日本人（ゴンザ）なのか、ロシア人（ボグダーノフか仲間）なのか、決定的な証拠はない。 

筆者はいくつかの理由からゴンザが原稿をかいたとかんがえているが、そのうちのひとつが、みだし語のスペル

ミスである。 

 

１．１ みだし語の「р」(R) と「л」(L)のとりちがえ 

 「新スラヴ・日本語辞典」のみだし語には、現代ロシア語の標準的なつづりとはことなるつづりがたくさんで

てくるが、「л」(L)と「р」(R)がいれかわっているのは、いかにも日本人がやりそうなまちがいである。 

 ボグダーノフが用意したみだし語リストではただしかったつづりが、ごんざが辞書の原稿に転記する時に「л」

(L)と「р」(R)がいれかわってしまったか、みだし語リストがゴンザに音声でつたえられたか、とかんがえられ

る。 
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「新スラヴ・日本語辞典」のつづり  標準的なつづり 

благоколмренｉе благокормленｉе 

велиги вериги 

возврекаю возвлекаю 

возврекаюся возвлекаюся 

гиля гиря 

закливленｉе закривленｉе 

закливленый закривленый 

закливляю закривляю 

канцарялｉя かきかえ канцелярｉя 

ковыряю ковыляю 

мозорь мозоль 

незгалаемый несгораемый 

нетопуль петопырь 

пелепелка перепелка 

препосыраю かきかえ препосылаю 

приволотня приворотня 

разглабляю разграбляю 

разстираю разстилаю 

 

 「かきかえ」とあるのは、スペルミスに気づいて標準的なつづりにかきかえたことが、鹿児島県立図書館の原

稿コピーから確認できたものである。 

 

１．２ みだし語の子音に後続する「л」(L)の脱落 

標準的なつづりでないみだし語には、文字の脱落がおおい。これはロシア人がかいたとしてもそうなることが予

測される。 

しかし、子音（特に破裂音がおおい）に後続する「л」(L)の脱落がおおくみられることは、不注意によるスペ

ルミス以外に、ロシア語の音韻のききとりが原因になっていることもかんがえられる。 

 

「新スラヴ・日本語辞典」のつづり  標準的なつづり 

возгавiе возглавiе 

возгавляю возглавляю 

возгас возглас 

возгашаю возглашаю 

избизу изблизу 

извекаю извлекаю 

изкицаю изклицаю 

истиваю истлЕваю 

надымияю надымляю 

32



подпясываю подплясываю 

прекупую прекуплую 

сапою саплю 

ОТкармiваю ОТкармлiваю 

 

１．３ みだし語の子音に後続する「р」(R)の脱落 

 子音に後続する「р」(R)の脱落も「л」(L)と同様におおくみられる。 

 

「新スラヴ・日本語辞典」のつづり  標準的なつづり 

богопiимецъ богопрiимецъ 

воз’пiемлю воз’прiемлю 

воспетитель воспретитель 

игаю играю 

изиновенный изриновенный 

неиспавность неисправность 

соковитель сокровитель 

удученiе удрученiе 

хитю хитрю 

Огада Ограда 

 

 ロシア語の（非摩擦）子音＋流音＋母音という音連続が、ロシア語が母語でないゴンザには、流音が母音と一

体化して、（非摩擦）子音＋母音というようにきこえたのではないか。それがそのままつづりに反映したのではな

いだろうか。 

 

２．ゴンザの訳語のつづりにあらわれる硬音記号『ъ 』 

現代ロシア語の硬音記号は、子音と母音の間にはいって子音と母音を分離するのにつかわれる。たとえば 

「подъехать」(pod’ekhati)は(podekhati)とは発音せず(pod)(ekhati)とわけてリエゾンせずに発音する、とい

うことをあらわす記号である。 

ゴンザは日本語をキリル文字でつづる時にもこの硬音記号を利用している。 

 

２．１ 子音と母音の分離 

たとえば「кинъя」(kin’ya)（きんや）（金細工師）とかくことによって、ロシア語とおなじように発音が（き

にゃ）ではなく「н」(n)と「я」(ya)が分離されることをしめしている。 

このルールは厳密にまもられていて、辞書全体で200箇所ちかくでてくるが、硬音記号「ъ」が脱落する例は

ほとんどみられない。 

 

２．２ 子音と子音の間にはいって形態素の境界をあらわす 

現代ロシア語の硬音記号は子音と母音の間にはいって子音と母音を分離する目的につかわれるが、ゴンザの時代

のロシア語表記では、子音でおわる語のうしろにかいて語末であることをしめした。ゴンザはそれにならって、
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日本語の訳語の子音語末にも、たとえば「джигокъ」(dzhigok’)（地獄）のように硬音記号をかいた。この硬音

記号はあってもなくても発音にちがいはない。 

ごんざはその表記ルールを拡大させて「кокоросъфто」(kokoros’fto)（こころすふと）（子ころす人）や

「каненъсуджь」(kanen’sudzhi)（かねんすぢ）（金の筋）のように、形態素の境界に硬音記号をかくこともあ

る。この表記ルールは徹底されておらず、形態素の境界に硬音記号をかくことの方がすくない。 

 

２．３ 形態素の境界ではない、ことなる子音と子音の間にはいって発音の特徴をあらわす 

「къцука」(k’tsuka)（くつか）（きつい）、「дзъбат」(dz’bat)（づばっ）（いっぱいに）のように、形態素の境

界ではない子音と子音の間に硬音記号がはいることがある。これは意味の境界ではなく､音韻をあらわしている

とかんがえられる。 

 どういう音韻的特徴をあらわしているとかんがえられるか、ロシア語話者にたずねても、まったく無意味で

発音の指示にはならないという。しかし、硬音記号のこの用法は特定の子音と子音の間で出現率がたかい。 

 

３．ゴンザの訳語のつづり 子音 ＋ 硬音記号ъ ＋ р 

 ゴンザの訳語から子音＋рをいうつづりをさがしてみると、 

 

бр：бобра(bobra)（ぼぶら）（カボチャ）1例、кобобра(kobobra)（こぼぶら）（小カボチャ）1例 計2例 

бър：абъра(ab’ra)（あぶら）（油）12例、футабъра(futab’ra)（ふたぶら）（頬たぶら）3例 計15例 

гр ：фарагры(faragry)（ふぁらぐるぃ）（腹ぐり）計3例 

гър：фарагъры(farag’ry)（ふぁらぐるぃ）（腹ぐり）10例、фегъро(feg’ro)（ふぇぐろ）（煤）3例、

кагърасан(kag’rasan)（かぐらさん）（巻上機）1例、ягъра(jag’ra)（やぐら）（櫓）1例 計15例 

дзр  : 0例 

дзър : итадзъра/е(itadz’ra/e)（いたづら/れ）8例、удзъра(udz’ra)（うづら）（鶉）1例、кадзъра(kadz’ra) 

（かづら）1例 計10例 

жр  : 0例 

жър :кужъра(kuzh’ra)（くじら）計2例 

кр : 0例 

кър  :екъравъ(ek’rav’)（いぇくらう）（酔いくらう）11例、мекъра(mek’ra)（めくら）10例、фукъро(fuk’ro)

（ふくろ）（袋）7例、ебукъро(ebuk’ro)（いぇぶくろ）（胃袋）5例、чокърокъ(chok’rok’)（ちょくろく） 

（いす）3例、цубакъраме(tsubak’rame)（つばくらめ）（燕）2例、гокъракъ(gok’rak)（ごくらく）2例、 

обукъро(obuk’ro)（おぶくろ）（女主人）1例、кусобукъро(kusobuk’ro)（くそぶくろ）（獣の内臓）1例、

макъра(mak’ra)（まくら）1例、акокъро(akok’ro)（あこくろ）（夕やけ）1例 計44例 

цр  : 0例 

цър : църа(ts’ra)（つら）（顔）1例、итацъра(itats’ra)（いたつら）（厚顔）1例、уцърантъ(uts’rant’) 

（うつらんと）（いそがしい）1例 計3例 

 

母音が弱化した「ぶ」「ぐ」「づ」「じ」「く」にラ行音が後続する場合には、硬音記号「ъ」を間にはさまない

５例に対して「ъ」をはさむ89例と、圧倒的な差がある。 

 そして、църа(ts’ra)（つら）（顔）の1例は、硬音記号「ъ」を間にはさまないцра(tsra)から 硬音記号「ъ」
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をはさむцъра(ts’ra)にかきなおしたことが、鹿児島県立図書館の原稿コピーから確認できた。 

 さらに、硬音記号「ъ」と「р」の間に念をいれてハイフン「–」をいれた「офукъ-ро」(оfuk’-ro)のようなつ

づりも8例みられた。 

 

４．ゴンザの訳語のつづり 子音 ＋ у(u) ＋ р 

日本語の子音とラ行子音が連続するのは、もともと間にあった母音が弱化したので、それなりの持続時間を

もっているとかんがえられる。実際、つぎのような母音なしと母音ありの表記のゆれがみられる。 

 

「фарагры」(faragry) ： （ふぁらぐるぃ）硬音記号なし   3例 

「фарагъры」(farag’ry) ：（ふぁらぐるぃ）硬音記号あり   10例 

「фарагуры」(faragury) ：（ふぁらぐるぃ）母音「у」(u)あり 2例 

 

「итадзъра/е」(itadz’ra/e)：（いたづら/れ）硬音記号あり   8例 

「итадзуре」(itadzуre)： （いたづれ） 母音「у」(u)あり  3例 

 

「уцърантъ」(uts’rant’) ：（うつらんと） 硬音記号あり   1例 

「уцурантъ」(utsurant’) ：（うつらんと）母音「у」(u)あり  2例 

 

５．ロシア語と日本語の子音に後続する「р」(R)の発音のちがい 

 

事実1  1-2、1-3でしめしたように、ロシア語のみだし語の（非摩擦）子音＋流音＋母音という音連続のつづ

りの流音が脱落する傾向がある。 

 

仮説1 ロシア語のгла(gla)、бли(bli)、вле(vle)、кли(kli)、тле(tle)、млi(mli)、мля(mlja)、пля(plja)、плу(plu)、

плю(plju)というつづりの音は、ゴンザにはга(ga)、би(bi)、ве(ve)、ки(ki)、те(te)、мi(mi)、мия(mija)、пя(pja)、

пу(pu)、пю(pju)のようにきこえることがある。 

 ロシア語のгра(gra)、кро(kro)、трю(trju)、пра(pra)、пре(pre)、прi(pri)というつづりの音は、ゴンザには

га(ga)、ко(ko)、тю(tju)、па(pa)、пе(pe)、пi(pi) のようにきこえることがある。 

 

事実2  3でしめしたように、本来日本語をキリル文字で表記する際に必要のない硬音記号が、子音とラ行音の

間につづられている。 

 

仮説2 日本語の母音が弱化した「ぶ」「ぐ」「づ」「じ」「く」にラ行音が後続する「ぶら」「ぐるぃ」「ぐろ」「ぐ

ら」「づら」「づれ」「じら」「くら」「くろ」「つら」をロシア人が発音すると、ラ行子音が母音と一体化して、

ゴンザには「ば」「ぐぃ」「ご」「が」「づぁ」「づぇ」「じゃ」「か」「こ」「つぁ」のようにきこえることがある。 

 

仮説3 これをふせぐために「у」(u)を間にいれた、母音の弱化を反映しないつづりにすると、ロシア人は円唇

母音「у」(u)をつよく発音してしまう。 
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仮説4 日本語の自然な音韻をキリル文字のつづりであらわすためには、子音連続ではなく、「у」(u)を間にいれ

るのでもない、子音＋硬音記号「ъ」＋ラ行子音というつづりにしなければならないという、日本語をキリル

文字で表記するためのルールをゴンザはかんがえた。 

 

６．おわりに 

ごんざは、日本語を母語とするロシア語学習者のロシア語発話の特徴と、ロシア語を母語とする日本語学習者

の日本語発話の特徴を理解して、辞書のキリル文字による日本語の表記を工夫したのではないか、というのが

本稿の主旨である。 
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